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第１章 問題意識     
第１節 地域経済における観光産業   
第１項 経済に与える観光産業のインパクト 
本節では、世界経済における観光産業、日本経済における観光産業、そして地域経済に
おける観光産業と 3 段階で観光産業の経済効果を概観する。 
観光産業の規模を図る指標は複数存在する。しかし、多国間比較を可能とする指標は限






WTTC（2014）によれば、世界の観光産業規模（2013 年）は、6 兆 9,903 億ドルと推計
される。これは世界の国内総生産（GDP）の約 9.5％に相当する。2014 年には 4.3%の成長
を遂げ 7 兆 2891 億ドル（世界の国内総生産の約 9.6％）に、2020 年には 10 兆 9651 億ドル
（同 10.3％）にのぼると推計される。 
なお、推計値は観光産業がもたらす広範な経済波及効果を考慮した指標となっている。













年の国内における観光消費額は 22.5 兆円である。UNWTO 基準に準じた観光 GDP は 8.6
兆円であり、日本の GDP の 1.8％を占めている。また、観光産業に従事する就業者数は 442
万人とされ、これは全就業者に対して 6.9％を占める。 
さらに、観光消費によってもたらされる経済波及効果は、生産波及効果 46.7 兆円（対国
民経済計算産出額：5.2％）、付加価値誘発効果 28.8 兆円（対名目 GDP：5.0％）、雇用誘発







図表 1 世界の GDPに与える旅行、観光分野の総合貢献度 

































第５節 観光消費の地域間格差  
第１項 観光消費の地域間格差 
本節では、観光消費に地域間格差が生じていることを明らかにしていく。 
図表 3 観光地域の立地特性による観光依存度 






都市部 「政令指定都市」 100 42 10.0%
51観光地域
「県庁所在地」 48 23 13.3%
26観光地域
地方部 地方部① 31 100 55.5%
33観光地域
※小売観光割合30％以上












                                                     
1 従来の「観光入込客統計」は都道府県毎に異なる基準によって推計を行っていた。しかし、平成 21 年 12
月に策定された「観光入込客統計に関する共通基準」に基づいて、各都道府県が同一の基準で推計を行う形に
是正され、現在では、都道府県間の比較が可能となっている。 
 「共通基準による観光入込客統計（平成 24 年：年間値）」では、共通基準未導入もしくは集計中の都道府県















標本数 42.0 42.0 42.0
平均 2770.1 27751.9 81569.2
分散 4619408.5 165312641.9 6417177312.7
標準偏差 2149.3 12857.4 80107.3
中央値 2172.5 24815.0 58179.5
尖度 3.1 9.0 2.4
歪度 1.8 2.8 1.8
最小 671.0 9922.0 12561.0
最大 9426.0 77232.0 332309.0
合計 116346.0 1165579.0 3425906.0
（出所）観光庁「全国観光入込客統計（平成 24 年）」より分析 

































本節を通して、観光入込客数では 14 倍、観光消費単価では 7.8 倍の格差、観光消費額で
はさらに 26.5 倍もの格差が生じていることが明らかとなった。また、上位 20 都道県で観
光消費総額の約 8 割を占めることも明らかになり、上位偏重傾向にあることが示された。  













































































































































































































































第２章 先行研究のレビュー     
























                                                     
3  社会学の視点から観光分野を対象とした研究をレビューするものとして土井（2014）が挙げられる。 































































































































THE BROADER ENVIRONMENTS: PHYSICAL, CULTURAL, 


































Tastes             Legislation            Demographics
Technology          Economic conditions
（出所）Laws（1995） 
（出所）Crouch and Ritchie（1999） 











































































Marketing Organization Information Service






















































































































                                                     
6  観光研究における実証的アプローチを体系立てたものに張（2013）がある。 
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用いるデータソースは 3 つの要件を基準に採用する。 






























































































る。JTB 総合研究所は 2013 年 6 月から 7 月にかけ、47 都道府県、20 政令指定都市の観光


















1 北海道 3598 76149 273993
2 青森県 1177 27326 32161
3 岩手県 1819 25508 46393
4 宮城県 2287 24606 56273
5 秋田県 832 43581 36252
6 山形県 1665 23177 38595
7 福島県 2641 27101 71574
8 茨城県 1139 20530 23377
9 栃木県 4445 24178 107465
10 群馬県 4134 19785 81791
11 埼玉県 1295 9922 12853
12 千葉県 7820 34408 269072
13 東京都 6325 35834 226666
14 神奈川県 4823 24297 117179
15 新潟県 2708 22192 60086
16 富山県 - - -
17 石川県 2492 25183 62743
18 福井県 - - -
19 山梨県 3986 26009 103667
20 長野県 9426 26541 250177
21 岐阜県 2573 24462 62948
22 静岡県 9296 22766 211635
23 愛知県 2179 18174 39598
24 三重県 4020 20828 83722
25 滋賀県 1801 17833 32111
26 京都府 - - -
27 大阪府 - - -
28 兵庫県 3943 26328 103798
29 奈良県 1242 22727 28225
30 和歌山県 2455 25060 61533
31 鳥取県 1366 22912 31307
32 島根県 912 24416 22277
33 岡山県 1409 23602 33255
34 広島県 1804 18720 33763
35 山口県 1246 23445 29223
36 徳島県 671 18726 12561
37 香川県 1300 25024 32534
38 愛媛県 1217 26882 32727
39 高知県 1075 27892 29974
40 福岡県 - - -
41 佐賀県 952 16333 15553
42 長崎県 1955 46696 91270
43 熊本県 2408 26587 64010
44 大分県 2624 27539 72266
45 宮崎県 817 31104 25411
46 鹿児島県 2166 33964 73579
47 沖縄県 4303 77232 332309
（出所）国土交通省観光庁「全国観光入込客統計（平成 24 年）」 
図表 10 「観光消費」に関連する変数 
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1 北海道 2567.2 15992785 89119.2
2 青森県 566.1 784119 19525.4
3 岩手県 1023.4 226868 32810.3
4 宮城県 628.1 1757551 24454.8
5 秋田県 602 1067443 23577.8
6 山形県 483.1 373765 16292.8
7 福島県 863.1 180995 38626
8 茨城県 456.7 271518 55934.6
9 栃木県 545.7 - 24690.7
10 群馬県 551.5 - 34823.9
11 埼玉県 700.7 - 46558.8
12 千葉県 878.1 3046425 40058.8
13 東京都 1082.2 43388834 23993.4
14 神奈川県 757.6 - 25188.8
15 新潟県 952.2 710319 36925.2
16 富山県 327.6 631453 13587.2
17 石川県 187.5 1686208 12986.5
18 福井県 294.9 - 10643.4
19 山梨県 217.9 - 10958.7
20 長野県 808.6 55000 47547.8
21 岐阜県 574.4 - 30263
22 静岡県 712.6 189093 36268.4
23 愛知県 944.4 4085301 49555.9
24 三重県 640.9 - 24728.6
25 滋賀県 371.1 - 12105.1
26 京都府 564.8 - 15234.3
27 大阪府 774.6 13170347 19069.9
28 兵庫県 982.3 1897174 35825.3
29 奈良県 262.7 - 12524.6
30 和歌山県 329.5 89494 13278.1
31 鳥取県 268 593539 8689.1
32 島根県 439.1 634442 18026.7
33 岡山県 647.8 898652 31659.8
34 広島県 708.3 1782300 28305.9
35 山口県 746.4 773621 16189.3
36 徳島県 227.8 716962 14944.6
37 香川県 216.8 1087486 10140.6
38 愛媛県 334.5 1720731 17876.6
39 高知県 313.7 996604 13719.2
40 福岡県 757.7 11746374 36906.9
41 佐賀県 231.2 249203 10667.3
42 長崎県 256.4 2468839 17871.5
43 熊本県 430.4 2228115 25533.5
44 大分県 372.1 1231442 17983.7
45 宮崎県 311.4 2074523 19806.4
46 鹿児島県 415.1 4776163 26828
47 沖縄県 12.9 12958818 7918.9













1 北海道 60226 63794 48387
2 青森県 19289 10984 11056
3 岩手県 12144 10583 10677
4 宮城県 23103 19270 12159
5 秋田県 10842 7590 9151
6 山形県 12812 8076 12899
7 福島県 21295 16313 22621
8 茨城県 28106 15026 13386
9 栃木県 21829 10570 25426
10 群馬県 22924 11985 19067
11 埼玉県 54711 15613 5359
12 千葉県 52410 28242 23894
13 東京都 190588 95878 44768
14 神奈川県 75388 30579 19271
15 新潟県 23019 19840 27074
16 富山県 10587 8027 7173
17 石川県 13529 10662 14387
18 福井県 10586 4970 12013
19 山梨県 12620 6761 18170
20 長野県 32341 26842 40135
21 岐阜県 23076 11259 14286
22 静岡県 46475 28198 45923
23 愛知県 77713 27344 28657
24 三重県 19655 7999 24814
25 滋賀県 12404 8012 6160
26 京都府 32627 22254 10268
27 大阪府 117478 55367 19624
28 兵庫県 59920 26774 16515
29 奈良県 13091 3598 5685
30 和歌山県 12348 5382 12547
31 鳥取県 6139 4501 6548
32 島根県 6866 4484 6310
33 岡山県 18890 13044 9441
34 広島県 29711 16748 10670
35 山口県 14445 7075 13341
36 徳島県 9579 2567 7647
37 香川県 11008 8258 5086
38 愛媛県 15585 10022 6136
39 高知県 11001 6331 5689
40 福岡県 57374 38235 11443
41 佐賀県 9731 4481 5398
42 長崎県 14266 6098 14428
43 熊本県 19117 8055 16886
44 大分県 14219 10751 13717
45 宮崎県 13835 10778 4892
46 鹿児島県 20455 14739 14195



















(箇所) (箇所) (箇所) (箇所) (箇所)
1 北海道 112 145 136 263 71
2 青森県 51 67 52 79 50
3 岩手県 36 60 72 63 22
4 宮城県 30 78 40 60 41
5 秋田県 36 52 64 73 17
6 山形県 39 82 52 70 22
7 福島県 50 78 49 76 16
8 茨城県 15 48 13 50 9
9 栃木県 41 99 33 132 16
10 群馬県 40 75 69 101 23
11 埼玉県 43 119 31 126 35
12 千葉県 32 132 24 285 21
13 東京都 7 329 34 97 93
14 神奈川県 69 126 13 88 8
15 新潟県 72 146 112 224 55
16 富山県 - - - - -
17 石川県 16 93 35 82 24
18 福井県 - - - - -
19 山梨県 14 90 60 86 33
20 長野県 71 91 95 105 15
21 岐阜県 43 95 57 152 24
22 静岡県 30 85 34 167 10
23 愛知県 43 140 21 129 47
24 三重県 36 66 31 66 19
25 滋賀県 30 115 23 108 37
26 京都府 - - - - -
27 大阪府 - - - - -
28 兵庫県 100 292 77 370 41
29 奈良県 25 92 20 16 6
30 和歌山県 15 35 15 46 2
31 鳥取県 10 32 18 28 18
32 島根県 18 68 25 37 13
33 岡山県 17 111 34 76 42
34 広島県 24 87 28 93 19
35 山口県 29 69 31 57 3
36 徳島県 20 52 26 43 26
37 香川県 8 51 18 39 9
38 愛媛県 44 64 26 37 29
39 高知県 17 30 15 26 18
40 福岡県 - - - - -
41 佐賀県 15 36 14 48 22
42 長崎県 17 58 19 69 13
43 熊本県 23 85 38 95 54
44 大分県 48 101 49 83 11
45 宮崎県 17 56 25 89 9
46 鹿児島県 31 63 32 95 32
47 沖縄県 17 28 2 13 3
（出所）国土交通省観光庁「全国観光入込客統計（平成 24 年）」 




（出所）出所：「じゃらん」（2014 年 3 月 11 日アクセス）、「Trip Advisor」（2014 年 6 月 9 日 
アクセス）、JTB 総合研究所「平成 25 年度 都道府県・政令指定都市における観光関連予算調査」と















2 青森県 2199 8073 9.09 
3 岩手県 1918 5731 2.54 
4 宮城県 3048 13188 8.58 
5 秋田県 1436 5076 10.50 
6 山形県 1353 5235 6.68 
7 福島県 1187 7235 0.00 
8 茨城県 546 6615 4.31 
9 栃木県 1191 15125 3.85 
10 群馬県 1639 12691 2.67 
11 埼玉県 523 17742 1.68 
12 千葉県 9150 45898 7.38 
13 東京都 29098 310558 25.06 
14 神奈川県 5734 73071 1.76 
15 新潟県 2274 10265 17.62 
16 富山県 1203 4281 9.81 
17 石川県 3912 13190 18.46 
18 福井県 677 3600 6.68 
19 山梨県 1873 11169 7.87 
20 長野県 4810 29966 4.98 
21 岐阜県 4040 13235 2.99 
22 静岡県 4452 30084 14.81 
23 愛知県 6508 32490 2.23 
24 三重県 3598 11752 7.42 
25 滋賀県 1408 5104 2.97 
26 京都府 10445 70350 5.40 
27 大阪府 16352 68531 5.79 
28 兵庫県 4980 29129 3.92 
29 奈良県 2347 8830 6.83 
30 和歌山県 1900 8308 2.27 
31 鳥取県 1309 3843 17.52 
32 島根県 2724 6605 9.03 
33 岡山県 2110 8384 1.31 
34 広島県 4946 22478 6.45 
35 山口県 1436 5520 2.77 
36 徳島県 1649 3352 1.85 
37 香川県 2277 7149 17.95 
38 愛媛県 2828 7289 4.18 
39 高知県 2014 4934 13.81 
40 福岡県 13201 32030 1.63 
41 佐賀県 663 3092 2.93 
42 長崎県 5717 13572 6.13 
43 熊本県 3941 11714 3.59 
44 大分県 3950 10419 0.00 
45 宮崎県 2596 5244 7.36 
46 鹿児島県 7376 13335 18.03 
47 沖縄県 87094 63828 70.58 






























































観光 相関係数 .305* 0.315 .316* .478** .535** .775**
入込 有意確率 0.049 0.074 0.042 0.001 0 0
客数 N 42 33 42 42 42 42
観光 相関係数 .328* .451** 0.214 0.154 .447** 0.259
消費額 有意確率 0.034 0.009 0.174 0.33 0.003 0.097
単価 N 42 33 42 42 42 42
観光 相関係数 .405** .527** .352* .485** .684** .681**
消費額 有意確率 0.008 0.002 0.022 0.001 0 0
N 42 33 42 42 42 42
** 相関係数は 1% 水準で有意 です。































観光 相関係数 0.28 .388* 0.245 .454** 0.081
入込 有意確率 0.072 0.011 0.118 0.003 0.611
客数 N 42 42 42 42 42
観光 相関係数 0.215 0.022 0.235 0.132 0.124
消費額 有意確率 0.172 0.892 0.134 0.406 0.433
単価 N 42 42 42 42 42
観光 相関係数 0.296 .327* 0.26 .402** 0.164
消費額 有意確率 0.057 0.034 0.097 0.008 0.301
N 42 42 42 42 42
** 相関係数は 1% 水準で有意 です。
























観光 相関係数 0.253 .439** 0.173
入込 有意確率 0.106 0.004 0.273
客数 N 42 42 42
観光 相関係数 .855** .318* .589**
消費額 有意確率 0 0.04 0
単価 N 42 42 42
観光 相関係数 .733** .548** .505**
消費額 有意確率 0 0 0.001
N 42 42 42
** 相関係数は 1% 水準で有意 です。

















相関係数 1 .174 .817** .305* .315 .316*
有意確率 .270 .000 .049 .074 .042
N 42 42 42 42 33 42
観光消費額
単価
相関係数 .174 1 .676** .328* .451** .214
有意確率 .270 .000 .034 .009 .174
N 42 42 42 42 33 42
観光消費額 相関係数 .817** .676** 1 .405** .527** .352*
有意確率 .000 .000 .008 .002 .022
N 42 42 42 42 33 42
鉄軌道
営業キロ
相関係数 .305* .328* .405** 1 .380* .828**
有意確率 .049 .034 .008 .022 .000
N 42 42 42 47 36 47
定期航路
座席数
相関係数 .315 .451** .527** .380* 1 .153
有意確率 .074 .009 .002 .022 .372
N 33 33 33 36 36 36
道路
実延長距離
相関係数 .316* .214 .352* .828** .153 1
有意確率 .042 .174 .022 .000 .372
N 42 42 42 47 36 47
飲食店
営業数
相関係数 .478** .154 .485** .488** .869** .325*
有意確率 .001 .330 .001 .000 .000 .026
N 42 42 42 47 36 47
ホテル
客室数
相関係数 .535** .447** .684** .643** .900** .452**
有意確率 .000 .003 .000 .000 .000 .001
N 42 42 42 47 36 47
旅館
客室数
相関係数 .775** .259 .681** .684** .480** .616**
有意確率 .000 .097 .000 .000 .003 .000
N 42 42 42 47 36 47
自然
地点数
相関係数 .280 .215 .296 .717** -.023 .647**
有意確率 .072 .172 .057 .000 .898 .000
N 42 42 42 42 33 42
歴史・文化
地点数
相関係数 .388* .022 .327* .515** .638** .334*
有意確率 .011 .892 .034 .000 .000 .031
N 42 42 42 42 33 42
温泉・健康
地点数
相関係数 .245 .235 .260 .692** .071 .588**
有意確率 .118 .134 .097 .000 .697 .000





相関係数 .454** .132 .402** .628** .113 .593**
有意確率 .003 .406 .008 .000 .532 .000
N 42 42 42 42 33 42
都市型観光
地点数
相関係数 .081 .124 .164 .546** .636** .379*
有意確率 .611 .433 .301 .000 .000 .013
N 42 42 42 42 33 42
旅行パッケー
ジツアー数
相関係数 .253 .855** .733** .277 .579** .180
有意確率 .106 .000 .000 .060 .000 .226
N 42 42 42 47 36 47
観光口コミ
情報数
相関係数 .439** .318* .548** .389** .961** .153
有意確率 .004 .040 .000 .007 .000 .306
N 42 42 42 47 36 47
観光振興
予算額
相関係数 .173 .589** .505** -.224 .357* -.256
有意確率
.274 .000 .001 .130 .033 .082
N 42 42 42 47 36 47
**. 相関係数は 1% 水準で有意です。
*. 相関係数は 5% 水準で有意です。
























相関係数 .478** .535** .775** .280 .388* .245 .454** .081
有意確率 .001 .000 .000 .072 .011 .118 .003 .611
N 42 42 42 42 42 42 42 42
観光消費額
単価
相関係数 .154 .447** .259 .215 .022 .235 .132 .124
有意確率 .330 .003 .097 .172 .892 .134 .406 .433
N 42 42 42 42 42 42 42 42
観光消費額 相関係数 .485** .684** .681** .296 .327* .260 .402** .164
有意確率 .001 .000 .000 .057 .034 .097 .008 .301
N 42 42 42 42 42 42 42 42
鉄軌道
営業キロ
相関係数 .488** .643** .684** .717** .515** .692** .628** .546**
有意確率 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000 .000
N 47 47 47 42 42 42 42 42
定期航路
座席数
相関係数 .869** .900** .480** -.023 .638** .071 .113 .636**
有意確率 .000 .000 .003 .898 .000 .697 .532 .000
N 36 36 36 33 33 33 33 33
道路
実延長距離
相関係数 .325* .452** .616** .647** .334* .588** .593** .379*
有意確率 .026 .001 .000 .000 .031 .000 .000 .013
N 47 47 47 42 42 42 42 42
飲食店
営業数
相関係数 1 .921** .570** .189 .809** .074 .363* .596**
有意確率 .000 .000 .229 .000 .644 .018 .000
N 47 47 47 42 42 42 42 42
ホテル
客室数
相関係数 .921** 1 .672** .315* .729** .294 .411** .630**
有意確率 .000 .000 .042 .000 .059 .007 .000
N 47 47 47 42 42 42 42 42
旅館
客室数
相関係数 .570** .672** 1 .460** .516** .515** .514** .436**
有意確率 .000 .000 .002 .000 .000 .000 .004
N 47 47 47 42 42 42 42 42
自然
地点数
相関係数 .189 .315* .460** 1 .423** .744** .691** .294
有意確率 .229 .042 .002 .005 .000 .000 .058
N 42 42 42 42 42 42 42 42
歴史・文化
地点数
相関係数 .809** .729** .516** .423** 1 .334* .656** .669**
有意確率 .000 .000 .000 .005 .030 .000 .000
N 42 42 42 42 42 42 42 42
温泉・健康
地点数
相関係数 .074 .294 .515** .744** .334* 1 .565** .450**
有意確率 .644 .059 .000 .000 .030 .000 .003





相関係数 .363* .411** .514** .691** .656** .565** 1 .411**
有意確率 .018 .007 .000 .000 .000 .000 .007
N 42 42 42 42 42 42 42 42
都市型観光
地点数
相関係数 .596** .630** .436** .294 .669** .450** .411** 1
有意確率 .000 .000 .004 .058 .000 .003 .007




相関係数 .353* .567** .265 .136 .131 .079 .081 .181
有意確率 .015 .000 .072 .389 .410 .618 .611 .252
N 47 47 47 42 42 42 42 42
観光口コミ
情報数
相関係数 .883** .885** .538** .023 .703** .049 .169 .567**
有意確率 .000 .000 .000 .887 .000 .758 .284 .000
N 47 47 47 42 42 42 42 42
観光振興
予算額
相関係数 .104 .230 .007 -.247 -.053 -.188 -.167 -.019
有意確率 .487 .120 .964 .115 .740 .233 .292 .906










観光入込客数 相関係数 .253 .439** .173
有意確率 .106 .004 .274
N 42 42 42
観光消費額
単価
相関係数 .855** .318* .589**
有意確率 .000 .040 .000
N 42 42 42
観光消費額 相関係数 .733** .548** .505**
有意確率 .000 .000 .001
N 42 42 42
鉄軌道
営業キロ
相関係数 .277 .389** -.224
有意確率 .060 .007 .130
N 47 47 47
定期航路
座席数
相関係数 .579** .961** .357*
有意確率 .000 .000 .033
N 36 36 36
道路
実延長距離
相関係数 .180 .153 -.256
有意確率 .226 .306 .082
N 47 47 47
飲食店
営業数
相関係数 .353* .883** .104
有意確率 .015 .000 .487
N 47 47 47
ホテル
客室数
相関係数 .567** .885** .230
有意確率 .000 .000 .120
N 47 47 47
旅館
客室数
相関係数 .265 .538** .007
有意確率 .072 .000 .964
N 47 47 47
自然
地点数
相関係数 .136 .023 -.247
有意確率 .389 .887 .115
N 42 42 42
歴史・文化
地点数
相関係数 .131 .703** -.053
有意確率 .410 .000 .740
N 42 42 42
温泉・健康
地点数
相関係数 .079 .049 -.188
有意確率 .618 .758 .233





相関係数 .081 .169 -.167
有意確率 .611 .284 .292
N 42 42 42
都市型観光
地点数
相関係数 .181 .567** -.019
有意確率 .252 .000 .906
N 42 42 42
旅行パッケー
ジツアー数
相関係数 1 .477** .740**
有意確率 .001 .000
N 47 47 47
観光口コミ
情報数
相関係数 .477** 1 .298*
有意確率 .001 .042
N 47 47 47
観光振興
予算額
相関係数 .740** .298* 1
有意確率 .000 .042




度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
観光入込客数
42 671 9426 2770.14 2149.281
観光消費額単価
42 9922 77232 27751.88 12857.396
観光消費額
42 12561 332309 81569.19 80107.286
鉄軌道
営業キロ 47 12.9 2567.2 581.726 393.4791
定期航路
座席数 36 55000 43388834 3792847.39 7908561.913
道路
実延長距離 47 7918.9 89119.2 25536.709 15257.9307
飲食店
営業数 47 6139 190588 30314.72 32870.121
ホテル
客室数 47 2567.0 95878.0 17340.085 17328.5223
旅館
客室数 47 4892 48387 15765.47 10964.509
自然
地点数 42 7 112 34.55 23.029
歴史・文化
地点数 42 28 329 90.98 58.815
温泉・健康
地点数 42 2 136 39.57 27.669
スポーツ・レクリエー
ション地点数 42 13 370 96.24 72.910
都市型観光
地点数 42 2 93 25.67 19.073
旅行パッケージツアー数
47 523 87094 6973.53 14685.343
観光口コミ情報数
47 3092 310558 25122.15 47275.740
観光振興予算額
47 0.00 70.58 8.3970 10.89785


















































して単回帰分析を行った結果を散布図に表すと図表 19 のように示される。 
「定期航路座席数」「飲食店営業数」「ホテル客室数」「旅館客室数」、それぞれの回帰式
は有意確率 p=0.00 となり、1％水準で有意である。「道路実延長距離」は p=0.022 となり 5％















































































































































重回帰分析の結果は図表 23 に示される。 
重回帰式の有意確率は 0.00 と 1％水準で有意な結果が得られた。また調整済み決定係数






























1 .974a 0.950 0.923 24490.248 
a. 予測値: (定数)、観光振興予算額（億円）, 旅館客室数, スポーツ・レクリエーション地点, 定期航路座
席数, 道路実延長距離（km）, パッケージツアー数, 鉄軌道営業キロ（km）, 歴史・文化地点, 飲食店営業
数, ホテル客室数, 観光口コミ情報数。
分散分析a
モデル 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
1 回帰 2.38793E+11 17 14046649469 18.82857556 .000b
残差 11190423904 15 746028260.3
合計 2.49983E+11 32
a. 従属変数観光消費額（百万円）
b. 予測値: (定数)、観光振興予算額（億円）, 旅館客室数, スポーツ・レクリエーション地点, 定期航路座







係数 t 値 有意確率 共線性の統計量
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 (定数) 44457.453 16845.387 2.639 0.015 
定期航路
座席数 -0.019 0.004 -1.670 -4.690 0.000 0.019 52.818 
鉄軌道
営業キロ -68.549 28.248 -0.351 -2.427 0.024 0.115 8.725 
道路
実延長
距離 0.122 0.771 0.023 0.159 0.875 0.113 8.821 
飲食店
営業数 -1.690 0.630 -0.647 -2.682 0.014 0.041 24.238 
ホテル
客室数 2.012 2.031 0.420 0.991 0.333 0.013 74.931 
旅館
客室数 2.262 0.845 0.315 2.679 0.014 0.173 5.775 
歴史・文化
地点 -534.191 208.705 -0.397 -2.560 0.018 0.100 10.035 
ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
地点 539.817 129.863 0.489 4.157 0.000 0.173 5.764 
パッケージ
ツアー数 4.107 0.672 0.799 6.110 0.000 0.140 7.136 
観光口コミ
情報数 3.617 0.794 2.220 4.554 0.000 0.010 99.022 
観光振興
予算額 -1177.194 847.201 -0.168 -1.390 0.179 0.163 6.122 
a. 従属変数観光消費額
図表 22 






















































1 北海道 273993 112181 408 52124
2 青森県 32161 22040 146 2199
3 岩手県 46393 21260 123 1918
4 宮城県 56273 31429 138 3048
5 秋田県 36252 16741 125 1436
6 山形県 38595 20975 152 1353
7 福島県 71574 38934 154 1187
8 茨城県 23377 28412 98 546
9 栃木県 107465 35996 231 1191
10 群馬県 81791 31052 176 1639
11 埼玉県 12853 20972 245 523
12 千葉県 269072 52136 417 9150
13 東京都 226666 140646 426 29098
14 神奈川県 117179 49850 214 5734
15 新潟県 60086 46914 370 2274
16 富山県 - 15200 - 1203
17 石川県 62743 25049 175 3912
18 福井県 - 16983 - 677
19 山梨県 103667 24931 176 1873
20 長野県 250177 66977 196 4810
21 岐阜県 62948 25545 247 4040
22 静岡県 211635 74121 252 4452
23 愛知県 39598 56001 269 6508
24 三重県 83722 32813 132 3598
25 滋賀県 32111 14172 223 1408
26 京都府 - 32522 - 10445
27 大阪府 - 74991 - 16352
28 兵庫県 103798 43289 662 4980
29 奈良県 28225 9283 108 2347
30 和歌山県 61533 17929 81 1900
31 鳥取県 31307 11049 60 1309
32 島根県 22277 10794 105 2724
33 岡山県 33255 22485 187 2110
34 広島県 33763 27418 180 4946
35 山口県 29223 20416 126 1436
36 徳島県 12561 10214 95 1649
37 香川県 32534 13344 90 2277
38 愛媛県 32727 16158 101 2828
39 高知県 29974 12020 56 2014
40 福岡県 - 49678 - 13201
41 佐賀県 15553 9879 84 663
42 長崎県 91270 20526 127 5717
43 熊本県 64010 24941 180 3941
44 大分県 72266 24468 184 3950
45 宮崎県 25411 15670 145 2596
46 鹿児島県 73579 28934 158 7376




重回帰分析の結果は図表 25 に示される。 

























1 .854a .730 .708 43262.670
a. 予測値: (定数)
分散分析a


























B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 (定数) 11219.761 12686.599 .884 .382
観光インフラ
（ホテルと旅館） 1.371 .389 .451 3.520 .001 .434 2.307
観光資源（歴史
文化とスポレク） 40.704 75.739 .061 .537 .594 .553 1.809
観光プロモーション
（旅行ツアー） 2.663 .519 .512 5.130 .000 .715 1.398
a. 従属変数観光消費額


































































































































第２項 新たな仮説 ①マス・ツーリズムとニュー・ツーリズムの妥当性 
従来マス・ツーリズムは、航空網、ホテル施設を充実させ、旅行会社が主催する旅行パ
ッケージツアーを充実させることで観光客を観光地域へといざなってきた。そこで、まず














第３項 新たな仮説 ②観光地域としての総合力と観光強化策 
システムアプローチに見られるように観光地域としての総合力が中長期的に重要であ
ると考えられる。一方で、短期的には観光経営主体による観光プロモーションが観光消費























 次節以降、仮説 5 と 6 については重回帰分析、仮説 7 については主成分分析を行った上
で重回帰分析、仮説 8 については共分散構造分析によって仮説検証を行っていく。 
 
 
第２節 新たな仮説の検証 ①マス・ツーリズムとニュー・ツーリズムの妥当性 
第１項 重回帰分析の目的 























ー数」を説明変数とした重回帰分析の結果は図表 26 に示される。 
重回帰式の有意確率は 0.00 であり、1％水準で有意な結果を得た。調整済み決定係数



















「観光口コミ情報数」を説明変数とした重回帰分析の結果は図表 27 に示される。 
重回帰式の有意確率は 0.00 であり、1％水準で有意な結果を得た。調整済み決定係数は






図表 26 重回帰分析の結果（1） 
モデル要約





1 .872a 0.760 0.736 45453.937 
a. 予測値: (定数)、パッケージツアー数, ホテル客室数, 定期航路座席数。
分散分析a
モデル 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
1 回帰 190067713306 3 63355904435 30.665 .000b
残差 59915751566  29 2066060399 
合計 249983464872 32 
a. 従属変数観光消費額（百万円）







係数 t 値 有意確率
共線性の
統計量
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 (定数) 2997.386 13528.223 0.222 0.826 
定期航路
座席数 -0.008 0.002 -0.707 -3.373 0.002 0.188 5.310
ホテル
客室数 4.781 0.993 0.998 4.816 0.000 0.192 5.20
パッケージ





















1 .766a 0.587 0.554 53485.091 
a. 予測値: (定数)、観光口コミ情報数, スポーツ・レクリエーション地点, 観光振興予算額。
分散分析a
モデル 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
1 回帰 154399383282 3 51466461094 17.991 .000b
残差 108704886539 38 2860654909 
合計 263104269820 41 
a. 従属変数観光消費額







係数 t 値 有意確率
共線性の
統計量
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF
1 (定数) -4777.415 16092.259 -0.297 0.768 
ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ地点 467.550 119.642 0.426 3.908 0.000 0.917 1.091
観光振興
予算額 3297.056 791.522 0.472 4.165 0.000 0.847 1.181
観光口コミ
情報数 0.531 0.186 0.324 2.857 0.007 0.846 1.182
a. 従属変数観光消費額
図表 27 重回帰分析の結果（2） 
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鉄軌道営業キロ 1.000 0.863 
定期航路座席数 1.000 0.951 
道路実延長距離 1.000 0.746 
ホテル客室数 1.000 0.975 
旅館客室数 1.000 0.710 
飲食店営業数 1.000 0.959 
自然地点数 1.000 0.870 
歴史・文化地点数 1.000 0.812 
温泉・健康地点数 1.000 0.793 
スポーツ・レクリエーション地点数 1.000 0.654 
都市型観光地点数 1.000 0.664 
観光振興予算額 1.000 0.882 
旅行パッケージツアー数 1.000 0.939 








合計 分散の % 累積 % 合計 分散の % 累積 %
1 7.111 50.796 50.796 7.111 50.796 50.796 
2 3.277 23.406 74.202 3.277 23.406 74.202 
3 1.402 10.016 84.219 1.402 10.016 84.219 
4 0.719 5.136 89.354 
5 0.573 4.090 93.444 
6 0.330 2.359 95.803 
7 0.237 1.691 97.494 
8 0.127 0.909 98.403 
9 0.101 0.723 99.126 
10 0.054 0.389 99.515 
11 0.040 0.287 99.802 
12 0.013 0.091 99.893 
13 0.011 0.081 99.973 
14 0.004 0.027 100.000 
因子抽出法: 主成分分析
図表 28 主成分分析の結果 
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第 1 主成分で 50.8％が説明され、第 2 主成分までで 74.2％、第 3 主成分までで 84.2％が















鉄軌道営業キロ 0.815 -0.434 0.104 
定期航路座席数 0.746 0.624 -0.072 
道路実延長距離 0.665 -0.527 0.163 
ホテル客室数 0.935 0.318 0.019 
旅館客室数 0.832 -0.129 0.027 
飲食店営業数 0.848 0.401 -0.280 
自然地点数 0.563 -0.685 0.291 
歴史・文化地点数 0.833 0.045 -0.341 
温泉・健康地点数 0.585 -0.632 0.226 
スポーツ・レクリエーション地点
数 0.649 -0.481 0.030 
都市型観光地点数 0.771 0.034 -0.262 
観光振興予算額 0.082 0.695 0.626 
旅行パッケージツアー数 0.437 0.464 0.730 
観光口コミ情報数 0.773 0.585 -0.184 
因子抽出法: 主成分分析
a. 3 個の成分が抽出されました







第 2 主成分、第 3 主成分ともに自治体の存在が認識され、第 2 主成分では航空会社や広
告会社との連携、第 3 主成分では旅行会社との連携による観光強化策と解釈される。換言
すれば「観光経営主体による観光強化策」とみなすことが出来る。なお、これらの主成分
を変数として取り扱うことは、仮説 7 に合致するものである。 
 
第３項 重回帰分析の結果 
「観光消費額」を目的変数、第 1 主成分（「観光地域としての総合力」）、第 2 主成分（「自
治体と航空会社、広告会社による観光強化策」）、第 3 主成分（「自治体と旅行会社による観
光強化策」）を説明変数として重回帰分析を行う。結果は図表 30 に示される。 
重回帰式の有意確率は 0.00 であり、1％水準で有意な結果を得た。調整済み決定係数は
0.672 であり、説明力を有すると考えられる。 
各変数の標準化係数は第 1 主成分（「観光地域としての総合力））が 0.63、第 2 主成分（「自

















1 .839a 0.703 0.673 50557.765 
分散分析
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
1 回帰 175856923176 3 58618974392 22.933 .000b
残差 74126541696 29 2556087645 
合計 249983464872 32 
係数a
モデル 標準化されていない係数 標準化係数 t 有意確率
B 標準誤差 ベータ
1 (定数) 84725.606 8800.977 9.627 0.000 
観光地域としての
総合力 55398.819 8937.435 0.627 6.199 0.000 
自治体と航空会社、
広告会社による観
光強化策 20247.081 8937.435 0.229 2.265 0.031 
自治体や旅行会社
による観光強化策 44906.074 8937.435 0.508 5.024 0.000 
図表 30 主成分を用いた重回帰分析の結果 
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第４節 新たな仮説の検証 ③説明変数間の因果関係と“逆”の因果関係 
第１項 分析の目的 
















 前項に基づき、2 つのモデルを提示する。 



























































































→ 観光消費額 0.497 ***
観光プロモーション
（旅行ツアー）
















結果を図表 34 に示す。 
 結果は、前項「観光消費創造モデル」に比べ、やや適合度が低いもの（GFI＝0.834、AGFI
＝0.447、NFI=0.796、CFI＝0.818、RMSEA=0.349）であった。なお、すべてのパスは 1％

































































を行い、変数を統合。次に、3 つの主成分を用いて、重回帰分析を行った。主成分は 3 つ












ションの充実へと還元される。」という仮説 8 は支持された。  
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開発期 成長期 発展期 成熟期





+ 0 + 0
観光
プロモーション
0 + 0 0
観光消費 0 + + 0
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良き仲間に恵まれ、知的刺激に満ちた 2 年間を過ごすことが出来ました。 
最後に、仕事と学業との両立を図るにあたり、多大なる支援や協力をいただいた勤務先
の上司・同僚・後輩、取引先の皆様にも深く御礼申し上げます。 
 
